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11月8日 

 5：15 道路陥没 

 8：55 災害警戒本部立上げ 

 9：30  道路陥没事故 緊急対応会議（第１回） 

 9：45 避難勧告発令（７棟） 

11：15 避難勧告発令（３棟追加） 

18：00  道路陥没事故 緊急対応会議（第２回） 

18：20 避難勧告の一部解除（６棟） 

11月9日 

12：10 避難勧告の一部解除（１棟） 

13：15  道路陥没事故 緊急対応会議（第３回） 

11月10日 

14：00  道路陥没事故 緊急対応会議（第４回） 

11月13日 

14：05  道路陥没事故 緊急対応会議（第５回） 

11月15日 

 5：00 避難勧告の一部解除（３棟） 

１１月８日 6：30頃 
交通局理事を本部長とする 
事故対策本部を設置 

１１月８日 9：20頃 
交通事業管理者を本部長 
とする対策本部への移行 

消防局現地対策本部 ５ 

交通局現地対策本部 

現地対策本部 

【理事の指揮】 

本局対策本部 

【管理者の指揮】 

連
携 

強
化 

財 政 局  

○建築物測量の実施 
○技術的支援 

市 長 室  

○市長・副市長との調整 
○報道発表に係る調整 住 宅 都 市 局  

○応急危険度判定の実施 

道 路 下 水 道 局  

○下水使用自粛要請，迂回排水等 
○ライフライン機能の復旧 
○道路開放に向けた協議 

博 多 区 役 所  

○道路開放に向けた協議 

水 道 局  

○洗管及び止水後，栓止め 
○ライフライン機能の復旧 

環 境 局  

○土壌汚染や水質汚染に関する助言 
保 健 福 祉 局  

○井戸水検査の実施 

消 防 局  

○陥没現場対応 

市 民 局  災 害 警 戒 本 部  

交 通 局  

 ４-２-１ 要素１ 危機管理体制《福岡市》 
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 ４-２-２ 要素１ 危機管理体制《交通局》 

・ 市民や報道機関の問い合わせ対応 
・ 市民局と連携し，報道対応資料作成，情報発信 
・ 現場からの情報を局内，局外と共有 
・ 設計内容の確認 
・ 運輸局立ち入り検査対応 

建 設 課 

・ 運輸局など国関係機関との連絡調整 
・ 運輸局立ち入り検査対応 
・ 市民や報道機関の問い合わせ対応 

技 術 課 

・ 記者会見，報道対応資料の作成 
・ 市民や報道機関の問い合わせ対応 計 画 課 

建 
 

設 
 

部 

・ 局内（本局対策本部会議事務局）及び関係局 
  との連絡調整 総 務 課 

・ 記者会見，報道発表の調整 
・ 市長室との連絡調整 
・ 情報を集約し，管理者へ報告 

経営企画課 

・ 運輸局立ち入り検査会場設営 
・ 道路開放時の現場対応班を派遣 施設部各課 

・ 関係機関状況報告 運輸部各課 

施
設
部 

運
輸
部 

本局対策本部 
【管理者の指揮】 

現地対策本部 
【理事の指揮】 

・ 事故状況，被害状況などの把握 
・ 関係機関との連絡調整 
・ 関係機関との現場対応協議 
・ 復旧方法検討 
・ 建物倒壊危険性確認 
・ 報道機関などの問い合わせ対応 
・ 本局との連絡調整 

工事事務所 

６ 
交通局現地対策本部における対応の様子 



７ 

ステップ２ 行 動 （ 被 害 拡 大 を 抑 え る た め に ・ ・ ・ ）  

ステップ３ 二 次 被 害 の 防 止  

ステップ１ 直 面 し た 危 機  
・ガス漏れによる火災   ・建物倒壊   ・陥没部拡大    
・電力ケーブル破断によるガスへの引火   ・下水衛生面    など 

 ４-３-１ 要素２ 初動対応 ～二次被害の防止～ 



８ 

迅速な状況把握  情報の共有  

復旧方法の検討 (陥没部・ライフライン )  

 ４-３-２ 要素２ 初動対応 ～迅速な情報把握～ 

１１月８日８時３０分頃撮影 



９ 

陥 没 復 旧 の 条 件  

流動化処理土投入 養生期間 スロープ設置 

埋戻し開始後約４２時間でスロープ設置開始 

０ｈ 
陥没後７ｈ 

３１ｈ 
陥没後３８ｈ 

４２ｈ 
陥没後４９ｈ 

大 成 Ｊ Ｖ  交通局  

○ 水中での固化（排水・転圧不要） 

○ 陥没部の隙間充填（流動性） 

○ 早期強度発現  

○ 再掘削可能（残置物撤去可能） 

 

 

流動化処理土の使用決定経緯  

 ４-４ 要素３ 流動化処理土の使用 

陥没箇所の水位が回復したことを 
確認したうえで道路管理者と協議し， 

流動化処理土使用を決定 

陥没箇所の安定を図り，早期復旧が 
可能である埋戻材として， 

流動化処理土使用を提案 



 ４-５-１ 要素４ ライフライン調整会議 

10 

決 定 事 項  

同時復旧の実現  

調 整 会 議 開 催 の ね ら い  

○ 各事業者が一堂に会し課題を協議 

○ 速やかな合意形成 

○ 情報・目標の共有化 

下水 ガス NTT 

 ○ 各事業者の同時施工 

 ○ 復旧は二段階（仮復旧・本復旧） 

 ○ 道路占用許可の事後申請（道路管理者） 

 ○ スピーディーな道路使用許可（交通管理者） 

オ ー ル 福 岡 の 力 を 結 集  

道路開放  



 ４-５-２ 要素４ ライフライン調整会議 

H28.11.15道路仮復旧 

11 

必要に応じて開催  

復
旧
に
向
け
た
調
整 

進
捗
管
理 

本
復
旧 

第１回 

○ 陥没事故の報告と謝罪 

○ 交通局から各事業者へ早期復旧に向けた協力要請 

○ 仮復旧スケジュールを次回会議時に提示（大成ＪＶ） 

（H28.11.08） 

（H28.11.09） 

（H28.11.10） 

（H28.11.16） 

 陥没後５時間で開催決定 

 陥没後１０時間で開催 

ライフライン調整会議 

第３回 

第２回 

第４回 

○ 仮復旧スケジュール提示と課題確認  

○ 仮復旧を一週間で行うという目標を設定 

○ 埋設物復旧着手時期の確認（11月11日より） 

○ 一週間での仮復旧が現実的であると各事業者と再確認 

○ 各事業者から早期本復旧の要望 

○ 道路使用許可申請が簡略化される緊急工事期間を設定 

○ 復旧後の道路占用申請を許可 

○ 各事業者による仮復旧完了の確認 

○ 本復旧内容とスケジュールの確認 
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